
ピックアップ
土木学会の動きから

概
　
要

　

2
0
1
2
年
9
月
21
日
～
22
日
、
第

23
回�

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会

（
A
C
E
C
C
）
理
事
会
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ

ニ
ラ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

A
C
E
C
C
は
、ア
ジ
ア
域
内
の
持
続
可

能
な
社
会
資
本
の
整
備
と
発
展
を
目
的
と

し
て
、
加
盟
各
国
の
土
木
関
連
学
協
会
が
協

力
し
て
学
術
・
技
術
面
の
活
動
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、1
9
9
9
年
9
月
に
発

足
し
た
組
織
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
加
盟
国

は
、
日
本
、
米
国
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
韓

国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、モ
ン
ゴ
ル
、

イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
10
ヶ
国
と
な
って
い

る
。
土
木
学
会
は
、A
C
E
C
C
発
足
当
時

か
ら
の
主
要
学
会
の一つ
と
し
て
同
組
織
を
先

導
し
て
き
た
。
現
在
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、タ
イ
、シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
も
加
盟
に

興
味
を
示
し
て
い
る
。
今
回
、
開
催
さ
れ
た

A
C
E
C
C
理
事
会
は
、A
C
E
C
C
の

組
織
上
、
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、
年
に
1

～
2
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

第
23
回
理
事
会
の
開
催
会
場
は
、マニ
ラ
市

内
S
M
X
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
内
会
議

室
に
て
行
わ
れ
た
。
理
事
会
会
場
に
隣
接
し

て
、ア
ジ
ア
で
最
大
規
模
の
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル（M
all�of�A

sia

）が
あ
る
。
日
本
か
ら
は
、

土
木
学
会
A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
委
員

長
の
堀
越
の
ほ
か
、
前
土
木
学
会
長
の
山
本

卓
朗
氏
、A
C
E
C
C
日
本
代
表
の
住
吉
幸

彦
氏（
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）、お
よ
び

土
木
学
会
事
務
局
が
参
加
し
た
。

　

第
23
回
理
事
会
で
の
大
き
な
議
題
は
、

①
A
C
E
C
C
常
設
事
務
局
の
招
致
国

を
決
め
る
こ
と
、
②
2
0
1
3
年
8
月
に

開
催
予
定
の
第
6
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国

際
会
議（
6
th�

C
E
C
A
R
：�Civil�

E
ngineering�C

onference�in�the�

A
sian�Region

）
の
会
議
運
営
の
詳
細
を

決
め
る
こ
と
、の
2
点
で
あ
る
。
特
に
、
前

者
に
関
し
て
は
、
事
前
に
立
候
補
を
表
明

し
た
日
本
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
2
ヶ
国
の
う
ち

の
ど
ち
ら
が
招
致
す
る
こ
と
に
な
る
か
が
、

A
C
E
C
C
加
盟
メ
ン
バ
ー
に
とって
の
最
大

の
関
心
事
で
あ
っ
た
。

A
C
E
C
C
常
設
事
務
局

招
致
国
の
投
票
、決
定

　

発
足
当
時
の
A
C
E
C
C
規
定
で
は
、

3
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
土
木
技

術
国
際
会
議
を
開
催
す
る
国
の
学
協
会
に

A
C
E
C
C
事
務
局
を
割
り
当
て
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、い
わ
ば
、
同
国
際
会
議
の
開

催
に
あ
わ
せ
て
3
年
ご
と
に
持
ち
回
り
に

な
っ
て
い
る
。
持
ち
回
り
制
を
採
用
し
た
背

景
に
は
、
発
展
が
目
覚
し
い
ア
ジ
ア
域
内
の

国
々
が
交
替
で
事
務
局
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ
り
、
各
国
の
活
動
意
識
を
高
め
、
域
内
連

携
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ

る
。

　

し
か
し
、
発
足
後
10
年
以
上
が
経
過
し
、

今
後
、A
C
E
C
C
の
活
動
を
、継
続
的
か

つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
事
務
局
を
常
設

化
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
大
半
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
土
木
学
会
と
し
て
も
同
事

務
局
招
致
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
き
た
。

前
回
、第
22
回
理
事
会（
東
京
に
て
開
催
）で

は
、
1
年
近
い
議
論
を
経
た
う
え
で
、
次
の

A
C
E
C
C
常
設
事
務
局
運
営
基
本
方
針

が
決
定
さ
れ
た
。

①�

常
設
事
務
局
は
、招
致
を
希
望
す
る
学
協

会
の
立
候
補
を
受
け
、A
C
E
C
C
理
事

会
で
の
投
票
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。
た
だ

し
、＂
常
設
＂と
し
な
が
ら
も
6
年
間
の
有

期
を
基
本
と
し
、最
長
3
年
間
の
延
長
が

可
能
で
あ
る
。�

②�

常
設
事
務
局
は
、
事
務
局
長
、
監
査
役
、

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会

常
設
事
務
局
の
日
本
招
致
、次
期
事
務
局
長
就
任
の
決
定

│
第
23
回
理
事
会（
マ
ニ
ラ
）開
催
報
告
│

土
木
学
会
A
C
E
C
C 

担
当
委
員
会 

委
員
長

堀
越 

研
一
（
大
成
建
設（
株
））

A
C
E
C
C
担
当
委
員
会

ア
ジ
ア
域
内
の
10
ヶ
国
の
土
木
関
連
学
協
会
か
ら
な
る
連
合
組
織
の
活
動
に
関
し
て

土
木
学
会
と
し
て
の
対
応
を
行
う
委
員
会
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管
理
、
書
記
か
ら
な
り
、
必
要
に
応
じ
て

副
事
務
局
長
を
設
置
す
る
。

③�

A
C
E
C
C
内
に
財
務
委
員
会
を
設
置

し
、A
C
E
C
C
の
財
政
運
営
管
理
を

行
う
。

　

常
設
事
務
局
招
致
立
候
補
の
受
付
は
、

2
0
1
2
年
7
月
末
に
締
め
切
ら
れ
、
最

終
的
に
は
、日
本（
J
S
C
E
）
と
フ
ィ
リ
ピ

ン（
P
I
C
E
）
が
立
候
補
書
類
を
提
出
し

た
。
立
候
補
に
際
し
て
は
、
事
務
局
長
候
補

の
推
薦
と
経
歴
、
事
務
局
招
致
の
メ
リ
ッ
ト
、

予
算
案
な
ど
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
、土

木
学
会
か
ら
は
、堀
越
が
事
務
局
長
候
補
と

し
て
推
薦
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
投
票
の
前
日
の
9
月
21
日
に
開
催

さ
れ
た
A
C
E
C
C
企
画
委
員
会
の
場
で
、

日
本
（
J
S
C
E
）な
ら
び
に

フ
ィ
リ
ピ
ン（
P
I
C
E
）
か

ら
の
事
務
局
長
候
補
者
に
よ

る
立
候
補
表
明
ス
ピ
ー
チ
が

行
わ
れ
、そ
の
あ
と
理
事
会
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
質
疑
が
行
わ
れ

た
。

　

翌
日
、A
C
E
C
C
理
事

会
で
の
投
票
で
は
、
加
盟
10
ヶ

国
中
、8
ヶ
国
に
よ
る
投
票（
ベ

ト
ナ
ム
、モ
ン
ゴ
ル
は
欠
席
）が

行
わ
れ
、
5
票
を
獲
得
し
た

日
本
の
土
木
学
会
が
常
設
事

務
局
を
招
致
し
、
堀
越
が
事

務
局
長
に
就
任
す
る
こ
と
が

正
式
に
決
定
し
た
。

　

日
本
の
土
木
学
会
に
と
っ

て
、
常
設
事
務
局
の
招
致
は
、

A
C
E
C
C
発
足
時
点
か
ら

の
悲
願
で
あ
り
、ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
目
覚
ま
し
い
こ
の
時
期
に
常
設
事
務

局
を
招
致
で
き
た
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義

が
あ
る
。
折
し
も
、本
年
は
、土
木
学
会
に
国

際
セ
ン
タ
ー（
国
際
セ
ン
タ
ー
長
：
上
田
多

門
北
海
道
大
学
教
授
）が
組
織
化
さ
れ
た
年

で
も
あ
り
、日
本
の
土
木
界
の
国
際
戦
略
に

弾
み
が
つい
た
形
と
なっ
た
。

　

な
お
、
常
設
事
務
局
と
し
て
の
活
動
は
、

第
6
回
C
E
C
A
R（
2
0
1
3
年
8
月

20
日
～
22
日
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
開
催
）の
後
か

ら
と
な
る
。
そ
の
際
、
第
7
回
C
E
C
A
R

の
開
催
国
で
あ
る
米
国
か
ら
A
C
E
C
C

会
長
を
迎
え
実
際
的
な
事
務
局
活
動
を
開

始
す
る
。
現
時
点
で
は
、
事
務
局
の
日
本
へ

の
招
致
を
踏
ま
え
、A
C
E
C
C
会
長
、

A
C
E
C
C
理
事
会
の
意
向
の
も
と
、以
下

の
主
要
活
動
方
針
を
考
え
て
い
る
。

・�

A
C
E
C
C
加
盟
国
の
増
加
、

・�

書
類
管
理
、保
管
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
、

・�

技
術
委
員
会（
T
C
）の
活
動
の
強
化
、

・�

人
と
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、

・�

産
官
学
の
連
携
、

・�
情
報
発
信
の
強
化（
活
動
の
最
新
情
報
を

掲
載
す
るN

ew
sletter

の
発
行
）

　

と
り
わ
け
、現
時
点
で
の
A
C
E
C
C
加

盟
国
は
10
ヶ
国
で
し
か
な
く
、タ
イ
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
の
国

に
加
盟
を
継
続
的
に
呼
び
か
け
る
方
針
で
あ

る
。第

6
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際

会
議
（
第
6
回
C
E
C
A
R
）
の

開
催
に
向
け
て

　

A
C
E
C
C
で
は
、ア
ジ
ア
域
内
の
産
官

学
の
技
術
者
が
一
堂
に
会
し
て
討
論
し
成

果
を
世
界
に
発
信
す
る
、ア
ジ
ア
土
木
技
術

国
際
会
議（
C
E
C
A
R
）
を
3
年
ご
と

に
開
催
し
て
お
り
、
次
回
、
第
6
回
大
会
が

2
0
1
3
年
8
月
20
日
～
22
日
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
る
。（
土
木

学
会
で
は
、2
0
0
1
年
に
第
2
回
大
会
を

東
京
で
開
催
し
約
7
5
0
名
の
参
加
者
を

得
て
い
る
）。
C
E
C
A
R
は
、
個
々
の
学
術

分
野
を
対
象
に
開
催
さ
れ
る
通
常
の
国
際
会

議
と
は
異
な
り
、
以
下
の
特
徴
を
有
し
て
い

る
。

① �

扱
う
テ
ー
マ
が
土
木
と
い
う
切
り
口
の
も

と
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
関
与
す
る
分
野
全

般
と
な
って
お
り
、
分
野
横
断
的
な
議
論

を
重
要
視
し
て
い
る
。

② �

学
術
面
だ
け
で
な
く
産
業
界
や
官
界
か

ら
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
産
官
学

全
体
で
ア
ジ
ア
域
内
の
持
続
可
能
な
社
会

写真1　参加者全体写真
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ピックアップ
土木学会の動きから

資
本
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
。

③ �

各
A
C
E
C
C
メ
ン
バ
ー
の
学
協
会
長

が
一
堂
に
会
し
、
学
協
会
ト
ッ
プ
が
直
々

に
今
後
の
持
続
可
能
な
社
会
資
本
の
在

り
方
を
議
論
す
る
。

　

す
で
に
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
が
締
め
切
ら

れ
、
日
本
か
ら
の
多
数
の
論
文
応
募
が

受
理
さ
れ
て
い
る
。
会
議
で
は
、
以
下
に

示
す
よ
う
に
、
土
木
工
学
に
関
わ
る
広

範
な
分
野
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

第
6
回
C
E
C
A
R
で
扱
う

技
術
分
野

　

数
値
解
析
と
設
計
、I
T
の
活

用
、
橋
梁
工
学
、B
I
M
、
構
造
物

の
破
壊
事
例
と
調
査
、気
候
変
動
と

海
岸
管
理
、建
設
工
学
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、災
害
か
ら
の
復
興
と
防
災
戦
略
、

材
料
や
構
造
の
耐
久
性
と
使
用
性
、

土
木
工
学
に
お
け
る
教
育
、
環
境
影

響
、
倫
理
と
法
制
度
、
地
盤
基
礎
工

学
、
環
境
配
慮
型
ビ
ル
、
革
新
的
な

建
設
シ
ス
テ
ム
、
大
量
輸
送
、メ
ガ
プ

ロ
ジェク
ト
、新
し
い
建
設
材
料
、新
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
性
能
設
計
、プ
レ
ハ
ブ
化

技
術
、レ
ト
ロ
フ
ィッ
ト
、維
持
管
理
、

河
川
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、道
路
の
安

全
、安
全
性
と
信
頼
性
、設
計
基
準
、

構
造
物
の
健
全
性
、構
造
力
学
と
構
造
工
学
、

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
、試
験
技
術
、地
下
建

設
技
術
、都
市
問
題
、風
工
学
、地
震
工
学
な

ど
。A

C
E
C
C
賞
に
対
し
土
木
学

会
か
ら
優
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
個
人
を
推
挙

　

9
月
に
日
本
国
内
の
応
募
が
締
め
切
ら

れ
、
土
木
学
会
か
ら
A
C
E
C
C
表
彰

委
員
会
に
推
挙
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
個
人

に
関
し
て
、A
C
E
C
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

に
つ
い
て
は
「
新
東
名
高
速
道
路
の
建
設
」、

A
C
E
C
C
業
績
賞
に
つ
い
て
は
、
岡
田
宏 

氏（
日
本
交
通
協
会
副
会
長
、土
木
学
会
元

会
長
）が
選
定
さ
れ
事
務
局
に
推
挙
さ
れ
た
。

今
後
、
10
ヶ
国
の
A
C
E
C
C
各
メ
ン
バ
ー

か
ら
推
挙
さ
れ
た
プ
ロ
ジェク
ト
、個
人
を
対

象
に
、次
回
理
事
会（
2
0
1
3
年
2
月
23

日
台
北
市
で
開
催
）で
投
票
が
行
わ
れ
、
第

6
回
C
E
C
A
R
の
場
で
表
彰
さ
れ
る
プ
ロ

ジェク
ト
、個
人
が
最
終
決
定
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

　

第
23
回
A
C
E
C
C
理
事
会
の
メ
イ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
常
設
事
務
局
設
置
学
協
会

を
決
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は

じ
め
、ア
ジ
ア
の
新
興
国
が
国
際
活
動
に
見
せ

る
意
気
込
み
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
。
今
回
の
理
事
会
終
了
後
、フ
ィ

リ
ピ
ン
土
木
学
会
と
A
C
E
C
C
と
で
、自

然
災
害
の
軽
減
と
防
災
戦
略
に
関
す
る
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、土
木
学
会
か
ら

は
、
堀
越
が
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
液

状
化
被
害
と
そ
の
対
策
に
関
す
る
報
告
を

行
っ
た
。
米
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
も
話
題
提

供
が
な
さ
れ
、
津
波
災
害
や
斜
面
崩
壊
に
対

す
る
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
回
、
第
24
回
A
C
E
C
C
理
事
会

は
2
0
1
3
年
2
月
22
日
、
23
日
に
台
湾

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
同
理
事
会

で
は
、
直
近
に
迫
っ
た
第
6
回
C
E
C
A
R

の
最
終
的
な
取
り
決
め
、
な
ら
び
に
、
同

C
E
C
A
R
で
表
彰
さ
れ
る
A
C
E
C
C

賞
の
受
賞
者
を
決
め
る
た
め
の
投
票
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
なって
い
る
。

写真2　理事会開催状況
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